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今年の「落二小」重大ニュース 

副校長 木下 直人 

 今年の重大ニュースが発表される時季となりました

ので、私も私なりに感じた落二小の重大ニュースをお伝

えさせていただきます。 

１つめは、今年も子どもたちが行事に対し、全力投球

で臨んでいる姿でした。先日ご観覧いただきました学芸

会。そして１学期に行われた運動会でもそうでしたが、

演技はもちろん、行事を支えている高学年の係活動でも

しかりでした。教師の指導の下、精一杯の演技や係とし

ても役目を果たしてくれる姿は、見ている私たちに感動

を与えてくれました。そして行事を通して人との接し方

を学び、友達のよい所に気づいたり、さらによりよいも

のを皆で作り上げようとする気持ちも体感したりして

いました。 

２つめは、７月に「とどけ勇気！２０１６」に５，６

年生の有志で応援に行ったことです。大勢のオリンピッ

ク選手を目の前で応援することができました。またオリ

ンピック・パラリンピック教育の特別予算で４年生は

「和妻」（江戸時代から伝わる手品）を見たり、６年生

は狂言師による狂言指導を受けたりしました。６年生は

国語で狂言「柿山伏」を学習していましたが、狂言師の

ように発表会をやっていたことが印象に残っています。

やはり本物と出会うことで、子どもたちのやる気が増し

たのだと実感しました。 

３つめは、今年度地域協働学校準備校になったことで

す。毎月運営協議会をもち、試行錯誤のうえ少しずつで

すが方向性が決まりつつあります。そのことについて

は、来年度地域協働学校となり、保護者の皆様にもきち

んとお伝えしていくことができると考えています。さら

に地域の中にある学校をめざして考えていきたいと思

います。 

４つめは、今年も外部講師の方々のお力をたくさんお

借りした教育活動をすすめることができたことです。３

年生での、柳亭 小燕枝 師匠による落語の手ほどきを

皮切りに、たくさんの方々の外部講師、地域・保護者の

方々から学ぶことができました。 

落二小の子どもたちは、いろいろな方々と関わりなが

ら、自分なりに考え、行動していこうと努力しています。

教わったことをすぐに活用することはできないと思い

ますが、必ず教わったことを思い出し、将来に生かして

くれることと期待しています。来年も引き続き子どもた

ちのためにご指導、見守り、そして励まし等、よろしく

お願いいたします。 

 

おちに１２月号 

週 月 曜 放

12月1日 木 SC来校 ○

2 金 SC来校

3 土

4 日

6 火 SC来校 ○

7 水

8 木 SC来校 ○

9 金 SC来校 ○

10 土

11 日

12 月 ○

13 火 SC来校 ○

14 水

15 木 SC来校 ○

16 金 SC来校 ○

17 土

18 日

19 月 ○

20 火 SC来校 ○

21 水

22 木 SC来校

23 金

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

1月7日 土

8 日

9 月

10 火 SC来校

11 水

始業式　安全指導　大掃除(3校時)　特水時程4時間授業

給食始　　委員会

避難訓練（起震車体験）

音楽朝会

いっぱいあそぼうでい

天皇誕生日

冬季休業日終

特水時程４時間授業

ポイ捨てなくそうクリーン大作戦

保護者会（４～６年）　　学年交流会（５年）

成人の日

A

Ａ

B

英語キャンプ②　　PTAかきぞめ教室

終業式　大掃除（３校時）　特水時程４時間授業

委員会

全校朝会　　安全指導

体育朝会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若葉個人面談

落合中ジョイントコンサート（音楽クラブ）

行　　　　　　　　事　　　　　　　　予　　　　　　　　定

英語キャンプ③

冬季休業日始　　英語キャンプ①

全校朝会

給食終　　クラブ

百人染め（全校）

A

5 月
全校朝会　　美術鑑賞教室（４年・午前）

B

保護者会（１～３年）　　学年交流会（３年生）

児童集会　薬物乱用防止教室(6年)　PTA運営委員会

 

※「SC 来校」とは「スクールカウンセラー」が本校に 

勤務している日です。 

※放課後遊びのある日は右の表に○がついています。 

 

１２月の行事予定 

１２月の生活目標 
 

◎れいぎ正しい生活をしましょう。 

・気持ちのよいあいさつをしましょう。 

・きれいな言葉づかいをしましょう。 

・めあてをもってそうじをしましょう。 

・計画的に持ち物の整理をしましょう。 



2016・１２・１発行 （学校だより）       お  ち  に          １２月号 

３年生の窓から 
３年生担任  

 

 ３年生は、総合的な学習の時間に、日本の伝統文化

「落語」の学習に取り組んでいます。１学期に、プロ

の落語家である真打柳亭小燕枝師匠に来ていただき、

本物の落語を見ました。本物の落語を生で見るのは初

めての子も多かったのですが、小燕子師匠の語りにぐ

いぐい引き込まれ、みんなお腹を抱えて大笑いしまし

た。「テレビでしか見たことなかったけど、落語って

本当に面白い。」「どんな落語があるのか、落語の本を

読んでみたい。」「自分達でも落語を演じてみたい！」

と子ども達は意欲いっぱい取り組みました。 

 １つのお話をグループで分担し、お話を覚えて、よ

り面白くなるように、間や落語独特の身振り手振りを

練習しました。小燕枝師匠に直接指導していただいた

ほか、地域交流館の方にも練習を見ていただき、観客

の方が喜んでくれる落語を演じられるよう練習を重

ねてきました。また、学芸会で身についた度胸と表現

力も生かされ、よりレベルアップすることができまし

た。 

 １２月５日に、いよいよ発表をします。日本の「語

り」の伝統を味わい、経験することができました。 

 
体育朝会より 

体育主任 

落二小では、昨年度に引き続き、１２月より「新宿

スポーツギネス」を行います。これは、様々な運動の

経験と運動の記録向上を目指す活動を通して、運動の

楽しさを感じたり、運動の日常化を図ったりすること

を目的とした活動です。毎週木曜日の２０分休みに全

校一斉に長縄や持久走に取り組みます。 

子ども達の体力・運動能力の低下が叫ばれる昨今。

文科省の調査では、１０歳男子のボール投げの記録が

５０年で６メートル下がったことが明らかになって

います。外遊びをする機会が少なくなったり、ボール

投げ自体を禁止している公園が増えてきたりと子ど

も達を取り巻く環境も昔と変化してきています。落二

小においては、ソフトボール投げと長座体前屈（体の

柔らかさ）の記録が低い傾向にあります。柔軟性が身

についていると、どの運動にも通ずるしなやかな動き

につながります。また、運動におけるけがの防止にも

つながります。肌寒い季節となり、体を動かすことに

抵抗を感じることも増えてきますが、「新宿スポーツ

ギネス」を通して、子ども達には進んで外で遊ぶ習慣

をつけ、健康でたくましい体をつくってほしいと思い

ます。ぜひ、ご家庭でも子ども達と一緒に体を動かし

たり、ストレッチに取り組んでみたりしてはいかがで

しょうか。 

外国語活動   
外国語活動主任 

 本校では、年間１，２年生１０時間、３，４年生２

０時間、５，６年生３５時間、若葉学級１０時間、外

国語活動(英語)の授業を実施しています。 

 今年度も引き続き、カナダ出身のエリック先生と担

任の 2 人で授業を進めています。エリック先生は日本

語が堪能なのですが、授業では絵カードやジェスチャ

ーを混ぜながら、オールイングリッシュで語りかけて

います。また、休み時間や給食等、授業以外のところ

でも子ども達に積極的にかかわってくださっていま

す。 

 授業では、ゲームをしたり、英語の歌を歌ったり、

友達同士で好きなものや欲しいものを尋ね合ったりす

ることで、外国語への興味関心、友達とのコミュニケ

ーションを深めています。 

スクールカウンセラーより   
スクールカウンセラー  

 

 寒さが日に日に増してきました。寒くなると、自然

と体を丸めて全身に力を込めてしまいがちです。気づ

いたら肩や首が疲れているなんてことが起こりやす

くなります。よく、「体とこころはつながっている」

と言われます。こころと体が相互に反応し合っている

からです。力が入っているときは、体は緊張状態にな

り、活動しようという状態になります。緊張状態が続

くと、体は疲労します。冬は寒さによってこの緊張状

態が続きやすくなるようです。ぜひ、生活の中で意識

的にリラックスする時間を作ってみてください。 

色覚検査について 

養護教諭           

 新宿区では、今年度から４年生(経過措置として今年

度は４・５・６年生)の希望者を対象に、保護者の同意

を得て「色覚検査」を実施しています。色覚検査は、

平成１５年度より定期健康診断の項目から削除されて

いましたが、児童が色覚の特性を知らずに卒業し、就

職にあたって職業規制に直面する事態があること等を

受け、学校保健安全法の一部が改正されました。 

色覚とは色の見え方や感じ方のことです。色覚異常

の人は色の区別が困難ですが、色が分からなかったり、

白黒にしか見えなかったりするわけではありません。

病気や加齢等後天性のものもありますが、多くは先天

性のものです。器具による矯正の手段は今のところあ

りません。学校での検査後、診断や詳しい検査が必要

な場合は、病院の受診をお勧めしています。ご質問等

ございましたら保健室へお願いします。 


